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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年12月10日(2020.12.10)

【公開番号】特開2020-177249(P2020-177249A)
【公開日】令和2年10月29日(2020.10.29)
【年通号数】公開・登録公報2020-044
【出願番号】特願2020-119984(P2020-119984)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３０２　
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３６６Ａ
   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３１３　
   Ｇ０９Ｆ    9/30     ３０８Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月8日(2020.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面板、第１粘着剤層、円偏光板、第２粘着剤層、及びタッチセンサパネルをこの順に
含むフレキシブル積層体であって、
　前記前面板の厚みをａ［μｍ］、前記第１粘着剤層の厚みをｂ［μｍ］、前記円偏光板
の厚みをｃ［μｍ］、前記第２粘着剤層の厚みをｄ［μｍ］、及び前記タッチセンサパネ
ルの厚みをｅ［μｍ］とするとき、下記式（１）：
　　（ｂ＋ｄ）／（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ）≧０．２　　　（１）
の関係を満たし、
　前記前面板の温度２３℃、相対湿度５５％における剛性は、９０ＭＰａ・ｍｍ以上７０
０ＭＰａ・ｍｍ以下である、フレキシブル積層体。
【請求項２】
　前記第１粘着剤層の厚みｂと、前記第２粘着剤層の厚みｄとは、下記式（２）：
　　１≦ｂ／ｄ≦６　　　（２）
の関係を満たす、請求項１に記載のフレキシブル積層体。
【請求項３】
　前記第１粘着剤層の厚みｂは、前記第２粘着剤層の厚みｄよりも大きい、請求項１又は
２に記載のフレキシブル積層体。
【請求項４】
　前記第１粘着剤層の厚みｂは、１０μｍ以上であり、
　前記第２粘着剤層の厚みｄは、１０μｍ以上である、請求項１～３のいずれか１項に記
載のフレキシブル積層体。
【請求項５】
　前記円偏光板の温度２３℃、相対湿度５５％における剛性は、４０ＭＰａ・ｍｍ以上４
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００ＭＰａ・ｍｍ以下であり、
　前記タッチセンサパネルの温度２３℃、相対湿度５５％における剛性は、１５ＭＰａ・
ｍｍ以上７００ＭＰａ・ｍｍ以下である、請求項１～４のいずれか１項に記載のフレキシ
ブル積層体。
【請求項６】
　前記第１粘着剤層の温度２５℃、相対湿度５０％における貯蔵弾性率は、０．０１ＭＰ
ａ以上０．１５ＭＰａ以下であり、
　前記第２粘着剤層の温度２５℃、相対湿度５０％における貯蔵弾性率は、０．０１ＭＰ
ａ以上０．１５ＭＰａ以下である、請求項１～５のいずれか１項に記載のフレキシブル積
層体。
【請求項７】
　前記前面板の厚みａ、前記第１粘着剤層の厚みｂ、前記円偏光板の厚みｃ、前記第２粘
着剤層の厚みｄ、及び前記タッチセンサパネルの厚みｅの合計厚みｔ［μｍ］を、下記式
（３）：
　　ｔ＝ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ＋ｅ　　　（３）
で表すとき、ｔは２５０μｍ以下である、請求項１～６のいずれか１項に記載のフレキシ
ブル積層体。
【請求項８】
　前記前面板は、樹脂フィルム、又は、樹脂フィルムの少なくとも一方の面にハードコー
ト層を有するハードコート層付樹脂フィルムである、請求項１～７のいずれか１項に記載
のフレキシブル積層体。
【請求項９】
　前記フレキシブル積層体は、屈曲性試験における限界屈曲回数が５万回以上である、請
求項１～８のいずれか１項に記載のフレキシブル積層体。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のフレキシブル積層体を備え、前記前面板が前面に
配置されている、画像表示装置。
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